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あなたの笑顔で幸せになる

蓮沼中公開授業研究会

タブレットパソコンを授業に活用

第８回さんむロードレース大会

蓮沼の風を感じながら走る

山武南中全校道徳講演会

市を巡って見つけたホットな話題を
カメラで追ってみました。

１２月８日、蓮沼地区住民を対象とした蓮沼地区自主防災会連
合会主催の防災訓練が、蓮沼スポーツプラザで実施されました。
地元の自主防災会や消防団、民生児童委員などが中心となり、
避難誘導、避難所開設、炊き出しなどの訓練や、元千葉市消防局
職員の太田泰彦氏による講話がありました。また、蓮沼中学校の生
徒による避難所運営の協力や、避難所生活を想定したダンボール
を使用しての間仕切り作りを実施。
自主防災組織代表の今関さんは、「大規模な災害が発生し、被
害が広域にわたった場合、行政の機能は低下します。そこで大きな
役割を果たすのが近隣住民の協力です」と話し、「これからも防災
訓練を行いますので、大勢の人に参加してもらいたい」とあいさつ
がありました。

蓮沼地区防災訓練

誰のため、自分のための訓練

１１月２８日、園児に本物を体験させたいと始まった今年で４回目
となる音楽観賞会が、成東文化会館のぎくプラザホールで開催さ
れました。
NHK 教育テレビ「おかあさんといっしょ」に楽曲を提供するな

ど、子どもたちに大人気のデュオ「ケロポンズ」が、遊び歌や楽器
演奏など楽しいステージを披露しました。　　
園児たちは、音楽に合わせ一緒に歌ったり踊ったりしていまし

た。園児の笑い声と、歌声が会場いっぱいに響きわたっていまし
た。

こども園、幼稚園合同音楽観賞会

ケロポンズと一緒に歌ったよ

映画の上映会やマジックショーなど
の催しが行われた成東図書館フェア。
ムンドノーボぽこブヨ～ダンの工作ワー
クショップでは干支の「馬」を作り、家族
連れなどが楽しく取り組んでいました。
（１２月７・８日）

おいしい山武市の野菜の即売など
で毎年にぎわう山武市産業まつりが、さ
んぶの森交流センターあららぎ館で開
催されました。大勢の方が来場し、無
料のつきたて餅や焼き肉の配布に長
蛇の列ができていました。（１１月２３日）

本須賀第二区公民館で毎年行われ
ている「しおさい祭り」。ステージでは歌や
踊りが披露され、公民館の中では地域
の方々が作った手芸作品や絵などの力
作が展示してあり、地域の楽しい交流の
場となったお祭りでした。（１１月１７日）

　山武南中学校の全校道徳が、さんぶの森文
化ホールで開催。今年の全校道徳は、シンガー
ソングライター大野靖之さんを迎えて、「家族、そ
して夢～大切なものほどそばにある～」をテーマ
に講演とライブが行われました。大野さんは印西
市出身。この１０年間学校を中心に「家族・夢・
命」をテーマにしたライブ活動を行い、その数は
７００校を数えようとしています。
　講演では、母親を乳がんで亡くした体験を話
し、家族の大切さを生徒に伝えました。また、「夢
は口にした時から叶い始める」と呼びかけ、夢を
持つことの素晴らしさを語りました。（１１月２９日）

▲１０ｋｍコースを走りぬけるランナー。

▲歌に合わせてみんなでダンス。

▲要援護者避難を想定した訓練
※要援護者とは高齢者や障がい者など災害時
　の避難に際し、支援が必要となる人

▲講演を行う金澤泰子さん

▲翔子さんの書「慈愛」

▲光の屈折をタブレットに書きこむ生徒

第8回山武市産業まつり しおさい祭り2013成東図書館フェア

１１月１６日、第８回山武市生涯学習振興
大会が成東文化会館で開催されました。
ダウン症の書家金澤翔子さんの書道パ
フォーマンスが披露され、旧松尾町出身の書
家で翔子さんの母である金澤泰子さんの記
念講演が行われました。「ダウン症の娘と共に
生きて」と題し、我が娘翔子さんがダウン症で
あることの嘆き悲しみを話してくれました。
翔子さんは５歳から母泰子さんに師事し書
道を始め、20 歳の時初の個展を開催。また、
２０１２年ＮＨＫ大河ドラマ「平清盛」の題字を
担当するなど活躍しています。「日本一悲しい
母親」から「日本一幸せな母親」ですと。また、
２８年経て闇に光があることが分かりましたと
話していました。

１１月２７日、蓮沼中学校で、タブレットパソコンを活用した授業
が実施されました。
内容は、理科の光の屈折について。子どもたちは、タブレット

パソコンのカメラ機能で光が屈折する様子を撮影して、その画
像に自分の考えを書き込み、プロジェクターで発表していまし
た。誰もが、意欲的に授業に取り組み、発言も積極的でした。
授業者の川口教頭先生は、「空間的な位置関係がタブレット

パソコンを使うことによって分かりやすく表現できる。生徒の表現
力・思考力を育てることに有効」と話していました。

天候にも恵まれた１１月２４日、第８回さんむロードレース
大会が市橋有里さんをゲストランナーに迎えて開催されま
した。
蓮沼海浜公園沿いに設定された部門は、小学生低学
年・高学年の部、親子の部、中学生の部、一般の部。参加
者２，３５７人は、蓮沼の風を感じながら、ゴールに向かって
走りぬけました。
完走者には、市内で採れたニラ、にんじん、ごぼうが配布

され、特設コーナーでは、いわしのつみれ汁が来場者にふ
るまわれました。

▲講演を行う金澤泰子さん

▲翔子さんの書「慈愛」
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